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第５回 中札内村景観まちづくり委員会 会議録 

 

日  時  令和３年５月２０日（木） １８：３０～２０：１０ 

場  所  役場庁舎 会議室２ 

出席委員  金澤和彦、下埜智加、片山祐二、酒井麻子、保坂裕子、歌野裕美、中田洋介 

欠席委員  遠藤圭一、嶋崎陽介 

 

事 務 局  総務課長 川尻年和、総務課長補佐 渡辺大輔、総務課主査 竹村幸二  

 

 

議      事 

 

１ 開  会  18：30 

 

（川尻課長）本日はお忙しい中、第５回景観まちづくり委員会にご出席いただき誠にありがとう

ございます。本日は、新型コロナウイルス感染者が十勝管内で２５名出ており増えて

きている状況です。こうした状況をふまえ広い会場で間隔を取り感染対策をしたうえ

で開催いたします。なるべく時間どおりに終了したいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 ２ 会長挨拶 

 

（会  長）こんばんは。ご覧いただいたとおり先ほど村長に提言書を提出しました。緑の問題、

街路樹、花。にぎわいの問題。空き地、空き店舗、道の駅がにぎわっているだけで人

が市街地を歩いていない、気配りがないということ書かせていただきました。役場だ

けでできることではありません。住民や事業者が一体となって行ってほしいことだと

思っています。この取組の先には担い手の確保にもつながっていくことでしょう。提

言書の提出に至ったのは、意欲に燃えた委員の皆さんのおかげだと思います。景観ま

ちづくり委員の皆さんは、景観を引っ張っていくリーダーだと思っています。 

      本日は、どうぞよろしくお願いします。 

 

 ３ 報告事項 

― 竹村主査 資料１、資料２に基づいて説明 ― 

     意見等なし 

 

 ４ 協議事項 

・ずっと残したい“なかさつない”の風景インスタグラムについて 

― 竹村主査 資料３に基づいて説明 ―  

（会  長）村が発行する文書にも掲載するということですが、使用の際は、ずっと残したいイ

ンスタグラムからと載せると良いと思います。 
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（委  員）他のインスタを見ていたら、自分が撮った写真ではないけれど、違う方が撮影した

写真を代わりに投稿しているものを見る機会がありました。他の人が撮影したもの

を、村の公式インスタグラムで紹介するイメージです。 

（竹村主査）先日、村の地域おこし協力隊（町田仁志氏）が撮影した写真を見る機会があり、同

じことを思って、町田さんにお願いして了解を得たところです。 

（委  員）町田さんが撮った写真は素敵だし、村の PRにもなると思います。 

（委  員）通信員みたいな人がいると良いですね。協力してくれる人が出来て、発信する仕組

みができると嬉しいと思います。 

（会  長）知られなければ意味がありませんからね。広く発信していけたらと思います。 

 

・先進地視察（景観行政団体移行済み連合加盟村）について 

― 竹村主査 資料４に基づいて説明 ―  

 

（会  長）その道のプロである斉藤先生の意見を聴きながら進めたいと思います。住民の皆さ

んが読みたくなるようなものでなければなりません。斉藤先生と話してご意見いた

だきながら進めましょう。 

（委  員）中標津町の計画は内容が重すぎるように思います。数を絞るとか必要ではないでし

ょうか。果たしてここまでのものが、本村で出来るのでしょうか。 

      美瑛町や清里町は、市街地の規模が似ているので勉強になると思いました。 

（委  員）中標津町のやり方は行き過ぎだと思います。村の人が理解出来ることをやった方が

良いでしょう。動くのはそこに住む住民だけれど、どういう方向に向かっていくの

かは専門の方の知恵を借りながら、住民主導で進めていけたらと思います。 

（会  長）コンパクトなまちの方がそこは実現しやすいですね。村民が主体だとは思っていま

す。 

（委  員）やっぱり中札内と同じくらいの規模のところで考えた方が参考にしやすいと思いま

す。 

（会  長）美瑛町は最初の加盟地域。先進地であります。以前行った時は、よくわからない中

で行きましたね。 

（委  員）美瑛町については、北海道に移住する前に行きましたが、すごく観光客がきている

印象です。旭岳に上る途中に美瑛町に寄ったのですが、道路の標識に中国語が書い

ており、観光に力を入れていることがわかりました。ただ、そこに住む住民がおき

ざりになっています。「畑に入られて困る」と地元の農家の方がおっしゃっているの

を耳にしました。観光を PRするのは良いことですが、住んでいる人がおきざりにな

るようなことがないようにしたいと思います。 

（会  長）住民満足度が高まっていけばよいなと思います。そこが先にあって、観光は後から

ついてくれば良いことでしょう。 

（委  員）中標津町の、原風景を大事にする施策は良いと思います。持っている自然の資源は、

各々の自治体で違うとは思いますが、持っている原風景を大事にしてほしいと思い

ます。 

（会  長）地域の風景や要素を取り入れた風景、例えば美術村とかイメージしやすいです。良
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い手本がある村にはあると思います。 

 （委  員）美瑛町や富良野は、観光としては先進地ですが、いろんなトラブルも出尽くして

います。そういうことは、手本にしながら村を売り込んでいくことは必要でしょ

う。美瑛町の観光協会は、地元の農家をないがしろにしてきました。農家の方へ

の配慮もしながらやっていく必要があると思います。 

       中札内村は、国立公園化の話もあります。予防線もはっているとは思いますが、

問題が起きてからだと地元の人とのこじれが修正できないと思います。中標津町

や清里町は広大でスケールが村と違うと思います。斜里岳に登りに行ったりしま

したが、スケールが大きいです。中札内村は、コンパクトな村。ただ、清里町へ

視察に行くなら宇宙展望台が行ってみたいところではあります。 

       中札内村は、星を見るには南札内とかものすごくきれいなところがあります。星

を見るツアーとかやると良いです。ただ、天候に左右されるのでなかなかできな

いところではありますが。新札内や南札内はものすごく環境が良い暗黒地帯です。 

（委  員）星座とかわかりませんが、農村地区に住んでいるので天気の良い日は流れ星とか

見られることも多いです。そういう取り組みは大賛成です。 

（会  長）国立公園は、保全するためのものです。既存の自然を守っていくことになります。

それをしなければならない中で、機運も高まっていくことを期待したいと思いま

す。斉藤先生に来ていただいたときに議論したいと思います。 

 

・屋外看板（公共施設案内看板）について 

― 竹村主査 資料５に基づいて説明 ―  

 

（会  長）景観まちづくり委員会の最初の議題でした。看板が乱立しているのはよくないと

見て回ったところです。サインは専門でもあります。落としてなくしすぎると意

味を持ちません。また、ごちゃごちゃした所に付けても意味がありません。仕事

でデザインをしており、木製の看板を作ったこともあります。千年の森の看板の

デザインも手掛けました。耐久性の問題もあるから難しいものです。看板は派手

にすれば良いというものではありません。斉藤先生はよくご存じのところです。

撤去してしまうという考えもあるのではないでしょうか。村民にとってはあって

もなくても良いものだとも思います。 

（委  員）反射するものでなくても良いと思います。そこまで必要ないのではないでしょう

か。看板があっても私のところに郵便局の場所を聞きに来る人もいます。 

（委  員）夜、車で走っていると反射しないと見えません。 

（会  長）整理するという考えもあります。同じ場所に同様に仕様を変更してという考えも

ありますが、整理してよりすっきりするようにする考えもあります。サインのた

めに柱をつけて景観を雑多なものにしている現状があります。北電の電柱に付け

させてもらうとか方法はあると思います。 

 

 ５ その他 

・日高山脈襟裳国定公園の国立公園化について 
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（会  長）国立公園化へ向けて実行委員会の募集が来ていました。これは、自然環境に大き

く関わっているところです。この実行委員会に景観まちづくり委員会として入っ

ておきたいと思います。国立公園をＰＲするにしてもどのように進めるのか。間

違った方向に進んでほしくないと思います。実行委員会には景観まちづくりの意

見を取り入れたいですし、口も出していきたいところです。代表として私が出て

も良いと考えています。景観まちづくり委員会として実行委員会に入った方が良

いかお諮りしたいと思います。 

（委  員）私は、自然保護の関係から十勝自然保護協会のメンバーの立場として入っていま

す。ＡＯＩＬＯが札内川園地を管理するようになってどのようになるのかも気に

なっています。現在は、会議が延期になり何も進んでいません。 

（委  員）国立公園のエリアは広がる可能性もあると聞きました。 

（委  員）利活用も同時に進めていくことになります。十勝毎日新聞が取材していますね。 

（会  長）色々な思惑があると思っています。そういうところも気になりますね。お目付け

役じゃないけれど。アクセスを良くすることも大事です。人が入ってはダメとか

ということではありません。国民は楽しむ権利があります。自然環境そのものを

破壊してはいけませんが。 

（委  員）金澤さんに入っていただきたいと思います。いろいろな思惑な方がいます。あそ

こも壊れると不安なことがあります。私もゴミ拾いをするようになりましたが、

壊されるものの方が多いです。ニュージーランドは国定公園がたくさんあります。

私が行った時は、野生のペンギンを見るというのがありました。日本人からは考

えられないようなところからしか見られません。人が入って行くことについて学

べることが多くありました。住んでいる人たちの民意を上げていけたら良いなと

思います。 

（会  長）国立公園って何だろうって大半の住民の方は、思っていると思います。委員会の

意向を正しく伝えていく使命があります。 

（委  員）PR実行委員会に関わっていくのは賛成です。美瑛の話を聴くと、地元をないがし

ろにした事例もあったとのことです。困るのは地元の人間です。国立公園化され

て整備され観光客が呼びこめたとしても、地元の人が住みづらくなるのは違うと

思います。 

 

・エゾサンショウウオ生息地について 

 

（委  員）来年は、歌野さんの地域にも観察に足をのばしたいと思っています。 

      自然の森にサンショウウオが住めるような環境を残したいです。地域住民が思わ

ないと出来ないことです。中札内村には、生息しているので村民の力で残してお

きたいと思っています。水生動物は周りに池がないと生きられませんし、カエル

は森がないと生きられません。ある程度しっかりとした森が必要です。残せるよ

うに頑張っていきたいところです。湧水地は大事な産物です。作ろうと思って作

られるものではありません。 
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（会  長）人が手を入れると乾燥化が進みます。札内川は伏流水があるからまだ良いですが。

国立公園化になると研究もされると思います。スポットも充てられるでしょう。

隠し通すより、見えるようにした方が意識は高まると思います。 

（委  員）吉田勇治さんの保護池を知りました。村民のほとんどが知らなかったものだと思

います。自然の森の湧水地にエゾサンショウウオがいても村民が守ろうとしない

と守れません。公開して村民で守っていくようにしたいと思っています。 

（会  長）それでは、第５回の委員会については、これで終了したいと思います。大変お疲

れさまでした。 

 

閉  会  20：10 

 

 

【要旨】 

■ずっと残したい“なかさつない”の風景インスタグラム 

・村の発行文書等で活用する際は、ずっと残したい～からと明記すること。 

・写真等に造詣の深い方の協力が得られるなら、写真を提供していただいて景観まちづくり委員

会として投稿することを検討する。（地域おこし協力隊町田氏協力依頼済み） 

■先進地視察（景観行政団体移行済み連合加盟村）について 

・美瑛町、中標津町、清里町が候補としてあげられたが、斉藤先生の意見を伺いながら視察先は

決定することとする。同程度の規模である場所が好ましい。 

■屋外看板（公共施設案内看板）について 

・同じ場所に違ったイメージの看板を付ける。北電柱などに付ける。無くしてしまうことも考え

られる。整理するという考えも重要。斉藤先生の意見をいただきながら方向性を決定する。 

■日高山脈襟裳国定公園の国立公園化について 

・自然、景観に多く関わっていくこと。ＰＲ実行委員会に景観まちづくり委員会として参加する。 

 会長を基本とし、会長が出席できない場合は副会長が出席する。 

■エゾサンショウウオ生息地について 

・一度失われると戻ることはない。守っていくことが必要。国立公園化の流れのなかで、景観ま

ちづくり委員会として守るような取り組みを推進していきたい。 


